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会社概要



  

 CEO  

金融機関
29.4％

個人・その他
29.4％

外国人
（法人・個人）

 23.9％

その他の法人
11.3％

自己名義株式
4.3％

金融商品取引業者
 1.7％

会社概要4

株主総数

約301,796名
株式総数

367,446千株

5-16-10
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グループの事業会社

百貨店
事業不動産

管理業

コーポレート
ベンチャー

キャピタル業

小売・
専門店業

旅行事業

製造・
輸出入等・

卸売業

情報システム
メディア業

物流業人材・
サービス業

クレジット
金融

友の会業

百貨店業 73.6％

クレジット・金融・
友の会業 5.8%

その他
16.1％

不動産業
4.5%

2026 3
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三越伊勢丹グループの歴史・変遷
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1886年 伊勢屋丹治呉服店
創業

1673年

越後屋創業
1904年
デパートメントストア宣言

2024年
百貨店120周年

2008年
三越・伊勢丹
経営統合



グループ百貨店

Еи

グループの百貨店店舗（2026年3月末時点）

7



三越伊勢丹グループ企業理念
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戦略説明



百貨店業界の状況
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三越伊勢丹グループの推移

14,267

12,916
12,20812,39912,363

13,215
12,72112,877

12,53512,689
11,968

11,192

8,160

9,121

10,885

12,247

13,03612,995

196

42

110

238
266

346

331

331

239

244

292

157

-210

59

296

544

764

800

-400

-200

0

200

400

600

800

1000

-1,000

1,000

3,000

5,000

7,000

9,000

11,000

13,000

15,000
連結売上高・営業利益推移（億円）

11



中長期経営戦略

“百貨店の科学”でマネタイズ

連邦活動でマネタイズ

識別個客データでマネタイズ

目指す姿
(ビジョン)

お客さまの暮らしを豊かにする、“特別な”百貨店を中核とした小売グループ

〜日本の誇り､世界への発信力を持ち､高感度上質消費において最も支持される〜

①世界へ拡大

②用途の拡大

③空間の拡大

結
実

フ
ェ
ー
ズ

ま
ち
化
準
備

フ
ェ
ー
ズ

再
生

フ
ェ
ー
ズ

④時間の拡大
個客業

保有不動産バリューアップでマネタイズ
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個客業プロセス活動の加速

【集客】 【識別化】 【利用拡大】 【生涯顧客化】

世界中からの集客
集客した顧客を
識別化(個客化）

情報発信の拡充で
客単価と利用頻度を向上

ONEグループで
個客との関係性を深化

【世界へ拡大】

【
事
業
機
会
の
獲
得
】

国内/ 海外の壁を取り払い､
世界中から顧客を集める

【時間の拡大】
百貨店の営業時間に留まらず､
24時間365日を通じてマネタイズ

【空間の拡大】

まち化を手段に､顧客を集め､
深く付き合うための空間づくり

【用途の拡大】

三越伊勢丹ならではの
“高感度上質”な､多様な提供価値

百貨店事業

金融事業

不動産事業

関連事業

関連事業

新規事業

(まち化インフラ事業ほか)

(フード＆ビバレッジ事業)

連邦活動

事業間の識別顧客連携で連邦利益を拡大

新たな顧客創造 更なる顧客深耕

【連邦活動の活性化】
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「館業」から「個客業」へ

「館」業

不特定多数

以前は

̮

̜

百貨店

不動産
金融・
カード

その他
事業

「個」客業

識別化

百貨店に来店いただいたお客さまを識別し、多様な価値提供を行うビジネスモデル
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個客業とは

より多くのお客さまにご来店いただき､つながり､

そのお客さまのことを深く理解し､

様々な接点で役立つことを提案してつながりを深め､

ウォレットシェアとＬＴＶ（顧客生涯価値）の最大化を

目指すビジネスモデル
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個客の拡大・生涯顧客化ステップ
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百貨店基幹３店

三越日本橋本店
〜伝統・文化・芸術〜

1,690億円（前年比104.6%）

三越銀座店
〜ニューコンセプトストア〜

1,227億円（前年比98.8%）
伊勢丹新宿本店

〜ファッションで唯一無二〜

4,249億円（前年比100.9%）

グループの基幹３店舗（2025年度 総額売上高）
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基幹店（伊勢丹新宿本店）

食品フロア

（本館地下1階）
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基幹店（伊勢丹新宿本店）

婦人・雑貨

婦人（本館3階） 雑貨（本館1階）
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基幹店（日本橋三越本店）

伝統・文化・芸術

天女像（本館1階・2階） 三越劇場（本館6階）
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基幹店（日本橋三越本店）

伝統・文化・芸術

化粧品（本館1階） 現代美術ギャラリー（本館6階）
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識別顧客
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識別顧客

顧客別一人あたり年間購買額

国内顧客/ 客単価

約5倍UP

25年度実績

海外外商顧客

海外顧客/ 客単価

免税顧客

25年度実績

エムアイ
カード会員

国内
外商顧客

約2倍UP

約２倍UP

非識別顧客

約2倍UP

47千円
114千円

545千円

948千円

エムアイ
アプリ会員

140千円

763千円

MI Wメンバー
会員

約２倍UP

228千円 双方向コミュニケーション
による識別化(※２)

（※1）MI W メンバー会員：エムアイアプリ会員かつエムアイカード会員 （※2）双方向コミュニケーションによる識別化：27年度以降実施予定

識別海外顧客

（※1）
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保有店舗や不動産の活用とバリューアップ

Еи

新宿

日本橋

函館

札幌

仙台

浦和

静岡

名古屋
（ラシック）

高松

松山

新潟

24



百貨店を中心としたまちづくり

レジデンス

オフィス

物流
システムエンタメ

人材派遣

商業施設

サービス・コンテンツ 機能・インフラ

旅行

ホテル

食 決済
百貨店

内装

不動産開発利益グループ連邦利益百貨店利益増
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個客業の実現に向けて

データによる世界中の顧客とのつながり拡大

圧倒的な
優良顧客
データ

データ
活用手法

新たな
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの

仕組

唯一無二の
リテイラーへ
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連結計画・株主還元



2025年度 通期実績

（億円） 通期実績 前年比 前年差 2月IR差 第4四半期(1-3月) 前年差

総扱売上高（※） 13,480 100.1% +17 - 3,512 +150

総額売上高 12,995 99.7̋ ̛41 ̛4 3,388 +138

売上高 5,456 98.2̋ ̛98 ̛83 1,392 +12

売上総利益 3,367 99.7̋ ̛9 +7 870 +43

販売管理費 2,567 98.2̋ ̛46 ̛12  651 ̛12 

営業利益 800 104.9̋ +37 +20 219 +55

経常利益 865 98.3̋ ̛15 +55 227 +6

親会社株主に帰属する
当期純利益 760 144.1̋ +232   +110 248 +184

※百貨店内定借テナントの扱い高を含む実績 28
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2026年度 通期計画

（億円） 通期計画 前年比 前年差

総扱売上高（※） 13,950 103.5% +470

総額売上高 13,500 103.9% +504

売上高 5,600 102.6% +143

売上総利益 3,445 102.3% +77

販売管理費 2,630 102.5% +62

営業利益 815 101.8% +14

経常利益 800 92.4% ▲65

親会社株主に帰属する当期純利益 615 80.8% ▲145

※百貨店内定借テナントの扱い高を含む計画 30



三越伊勢丹グループの状況・計画
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顧客基盤の活用

△60
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638 646 660

119 
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0
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△100
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百貨店以外の事業

百貨店事業

識別顧客数

21年度
実績

22年度
実績

23年度
実績

24年度
実績

25年度
計画

27年度
計画

その先

【識別顧客数と営業利益の推移】
単位：億円

単位：万人
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足元トレンド 2026年度計画

【第1四半期】 【第2四半期】 【第3四半期】 【第4四半期】

3月 4月 12月11月10月9月8月 1月 2月 3月6月 7月5月

国内顧客

ゴールデン
ウィーク

クリスマス

2026年度
2025年度

海外顧客 春節国慶節

2026年度 通期計画

国内百貨店（国内個客・海外顧客別）総額売上高 【億円】
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財務戦略

キャッシュアロケーション

営業CF

2,600億円水準

・関係会社株式売却等に
起因する税金影響を除く

株主還元

1,500億円水準 
＋

追加株主還元の検討

【方針】
   ・総還元性向70％以上(累計)
   ・累進配当
   ・DOE(27年度より5%以上)

成長･維持投資

1,200億円水準
＋

追加成長投資の検討

           ・投資執行額であり
投資キャッシュフローとは異なる

資産入替

700億円水準
・当初計画100億円

＋
・関係会社株式売却等

600億円水準（税引後の想定額）

キャッシュ・イン キャッシュ・アウト

25年度実績 545億円
・配当 215億円
・自己株式取得 330億円

26年度予想 550億円水準
・配当 280億円水準
・自己株式取得 270億円

25年度実績 380億円

26年度予想 440億円

25年度実績 370億円
・政策保有株式売却
・関係会社株式売却 等

25年度実績 900億円

26年度予想 920億円

計画 計画 進捗進捗

26年度予想 250億円
・関係会社株式売却
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株主還元
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150億   250億  330億          270億    

配当・自己株式取得の推移

累進配当 /DOE ５％以上

【一株あたり配当金（円）】

DOE
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株主優待制度

①三越伊勢丹グループ各店舗でのお買物やご飲食代金をご利用限度額の範囲内で

10％割引

②当社グループ会社、提携施設におけるご優待

主な特典

100
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本資料に記載された業績見通し等の将来に関する記述は、
将来の結果を保証するものではありません。
実際の業績等は、景況や為替、競争環境、法令・規制の変更、経営判断
その他の要因により、記載の見通しと大きく異なることがあります。
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